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テ
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母
子
保
健
推
進
員
、
通
称
「
母
推
（
ぼ
す

い
）
さ
ん
」
は
、
行
政
と
連
携
し
な
が
ら
、

パ
パ
や
マ
マ
が
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
よ

う
支
え
て
く
れ
る
頼
も
し
い
存
在
で
す
。

　
母
推
さ
ん
の
歴
史
は
昭
和
47
年
ま
で
さ
か

の
ぼ
り
ま
す
。
当
時
、
和
歌
山
県
で
は
死
産

や
乳
児
の
死
亡
に
よ
り
年
間
お
よ
そ
１
，７
０

０
人
も
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
妊
娠
中
か
ら
出

産
、
子
育
て
ま
で
、
適
切
な
支
援
が
必
要
と

さ
れ
、
地
域
で
育
児
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
母
子
保
健
推
進
員
会
が
発
足
し
ま

し
た
。
現
在
、
有
田
市
で
は
市
長
か
ら
委
嘱

を
受
け
た
37
名
の
母
推
さ
ん
が
活
動
し
て
い

ま
す
。
妊
娠
期
か
ら
親
子
と
関
わ
り
、
顔
な

じ
み
に
な
る
こ
と
で
、
安
心
し
て
子
育
て
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
支
え
て
い
ま
す
。

容内動活
ママたちの要望で母推さんが始め
た、ママと赤ちゃんの集いの場で
す。毎月１回、ベビーマッサージを
中心に子育て相談や身体測定などを
実施。母推さんが司会進行し、上の
子も遊べるのでママも安心して参加
できます♪

ほのぼのス
テーション

会長が生地を選び、丁寧にミ
シンで縫い上げます。最後は
母推さんみんなで手縫いし、
リバーシブルでかわいい柄の
スタイが完成。妊婦さんはお
気に入りの柄を選べてうれし
いですね♪

生後２か月ごろの赤ちゃんのご家庭を、同
じ地区の母推さんが保健師と同行して訪問
します。赤ちゃんの成長や子育てについて
優しくアドバイスしてくれますよ♪

〝
母
推
さ
ん
〞っ
て
こ
ん
な
人
！

活
動
の
中
で
意
識
し
て

い
る
こ
と
は
？―

古
川
　
行
政
と
マ
マ
を
つ
な
ぐ
存
在
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
ず
、
研
修
で
得
た
情
報
を
的

確
に
伝
え
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

伊
藤
　
頑
張
っ
て
い
る
マ
マ
の
背
中
に
「
フ

レ
ー
！
フ
レ
ー
！
」
と
エ
ー
ル
を
送
る
こ

と
で
す
ね
！

マ
マ
や
赤
ち
ゃ
ん
と
の

関
わ
り
で
感
じ
る
こ
と
は
？―

上
田
　
最
近
は
早
く
仕
事
に
復
帰
す
る
マ
マ

が
増
え
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
忙
し
く
て

教
室
に
参
加
し
づ
ら
い
方
も
多
い
で
す

が
、
で
き
る
限
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

伊
藤
　
子
育
て
中
で
も
マ
マ
た
ち
は
お
し
ゃ

れ
で
キ
レ
イ
で
す
ね
。
赤
ち
ゃ
ん
グ
ッ
ズ

も
「
そ
ん
な
の
あ
る
の
？
ど
こ
で
売
っ
て

る
の
？
」
と
思
う
も
の
を
持
っ
て
い
て
、

時
代
の
変
化
を
感
じ
ま
す
。

有
田
市
で
の
子
育
て
に
つ
い
て―

上
田
　
有
田
市
は
本
当
に
子
育
て
支
援
が
充

実
し
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
に
多
く
の
事
業

を
行
っ
て
い
る
市
は
珍
し
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

伊
藤
　
有
田
市
で
は
道
端
の
無
人
販
売
で
お

い
し
い
み
か
ん
が
１
０
０
円
で
買
え
ま

す
。
こ
ん
な
ほ
の
ぼ
の
し
た
場
所
は
他
に

な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
子
育
て
し
た

ら
、
き
っ
と
良
い
子
に
育
ち
ま
す
よ
！

古
川
　
広
報
を
何
気
な
く
読
ん
で
い
ま
し
た

が
、
改
め
て
じ
っ
く
り
読
む
と
子
育
て
支

援
に
つ
い
て
知
ら
な
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い

で
、
「
有
田
市
も
や
る
や
ん
！
」
と
思
い

ま
し
た
！

〝
母
推
さ
ん
〞
活
動
の

こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら―

上
田
　
初
め
は
乳
幼
児
健
診
の
お
手
伝
い
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、
今
は
地
域
の
サ

ポ
ー
ト
役
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
訪

問
で
出
会
っ
た
マ
マ
か
ら
、
ま
ち
で
偶
然

す
れ
違
っ
た
と
き
に
声
を
か
け
て
も
ら
っ

た
り
、
こ
ど
も
の
成
長
を
見
守
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
は
と
て
も
う
れ
し
く

励
み
に
な
り
ま
す
。

　
18
年
間
で
子
育
て
の
形
や
親
の
姿
も
変

わ
り
、
出
生
数
は
減
っ
て
い
ま
す
が
、
私

た
ち
の
姿
勢
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
親
子
の

笑
顔
を
励
み
に
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

い
き
た
い
で
す
ね
！

地域の方に声をかけていただき
母子保健推進員に。活動を通し
て、親子の絆ほど深いものはな
いと感じています。赤ちゃんと
ママが楽しく子育てできるよ
う、これからも支えていきたい
です。

声をかけてもらったときは不安
もありましたが、今の赤ちゃん
との関わり方を学べる良い機会
だと思いました。ママたちが安
心して子育てできる社会には、
サポートの存在が欠かせないと
実感しています。山本　浩美

糸我地区担当/４年目

やまもと　　ひろ み

岡田　香珠実
糸我地区担当/６年目

おか だ　　　か　ず　み

会長　上田　八恵（18年目/写真中央）

副会長　古川　孝枝（23年目/写真右）

副会長　伊藤ゆかり（８年目/写真左）

うえ だ　　　や　え

ふるかわ　　たか え

い とう

スタイづくり
スタイづくり

赤ちゃん訪問

今回、母推さん３名に、活動への思いと子育て支援の現状、

未来への願いを伺いました。

母推さんが語る、地域とママをつなぐ“やさしさ”のチカラ

母推さんの思い
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～合併処理浄化槽への転換を～
　和歌山県は汚水処理人口普及率が全国で46位（ワー
スト２位）です。きれいな水環境を後世に残すため
に、生活排水の適正処理にご協力をお願いします。集
落排水等の区域外にお住まいの「くみ取り便槽」や
「単独処理浄化槽」を設置されているご家庭は、台所
等の生活雑排水もきれいに処理できる「合併処理浄化
槽」への転換をお願いします。
※浄化槽の設置費用等の補助制度あり
　（令和８年２月13日（金）までに申込みが必要）
※浄化槽は定期的な保守点検、清掃、法定検査が必要

問　生活環境課　℡22-3565

　10月１日（水）より、マイナン
バーカードを活用した救急業務「マ
イナ救急」の実証事業が全国一斉に
はじまります。
　マイナ救急は、救急車を必要とす
る方のマイナ保険証（健康保険証の
利用登録を行ったマイナンバーカー
ド）を活用し、役立つ情報（受診歴、処方薬など）を
救急隊員が把握することで、救急活動をスムーズに行
うための取組です。
　救急車を呼んだ時は、マイナ保険証をお持ちの方は
ご準備ください。「あなたの命を守る　マイナ救急」
にご理解、ご協力お願いいたします。

マイナ救急を活用した活動イメージ

問　消防本部 警防課　℡83-0119

10月１日は浄化槽の日！ マイナ救急　全国一斉に事業開始！

　接種を希望される方は、表の市内医療機関にお申込み
ください。
期間　10月１日（水）～令和８年１月31日（土）
対象　市民で、接種時に下記のどちらかに該当する方
　①満65歳以上の方
　②�60歳～65歳未満で、心臓や腎臓、
呼吸器の機能に障害があり身の回り
の生活を極度に制限される方、ヒト
免疫不全ウイルスによる免疫の機能
に障害があり日常生活がほとんど不
可能な方

回数　１回
料金　インフルエンザワクチン　　1,300円
　　　新型コロナワクチン　　　　4,000円
※接種時に医療機関にてお支払いください。
※生活保護を受けられている方は無料です。

コロナワクチンの種類
　各医療機関で取り扱うワクチンが異なりますので、事
前に医療機関へご確認ください。

問　保健センター　℡82-3223

インフルエンザワクチン・新型コロナワクチン　予防接種のご案内

医療機関 電話 インフル
エンザ

新型
コロナ

あまの内科　 85-0101 〇 ○
有田市立病院 82-2151 〇 ○
生馬医院 88-7058 〇 －
石井内科 85-3331 〇 ○
江川内科 83-2853 〇 ○
垣本内科 88-6660 〇 ○
川嶋内科 82-0616 〇 －
共立ハートクリニック 85-3250 〇 ○
楠本内科 82-4428 〇 ○
栗原整形外科 82-5645 〇 ○
桜ケ丘病院 83-0078 〇 ○
高垣医院 88-2244 〇 ○
土屋クリニック 88-2221 〇 ○
中村内科 83-2255 〇 ○
ファミール産院ありだ 23-7035 〇 ○
萬谷医院 83-2411 〇 ○
宮井クリニック 22-3333 〇 −
山下内科胃腸科 82-1551 〇 ○
山根内科 82-5128 〇 ○
利光こども医院 83-6336 ○ ○
※�医療機関により実施時期が異なることがあります。その他の医療機関をご
希望の方は担当までお問い合わせください。

インフルエンザ
ワクチンについての
情報はこちらから

新型コロナワクチン
についての情報は
こちらから

―筋肉は何歳からでも増やせる―

自分の筋肉は自分で守る自分の筋肉は自分で守る
　高齢の方の筋肉は１年に１％程度落ちると言われています。筋力の低下は運動機能
だけでなく、内臓機能や心臓にも負担をかけることが知られています。
　市の介護予防教室では、自宅から歩いて通える距離に会場を設け、多くの方が体力・
筋力維持に向けて運動を続けています。
　まずは近くの教室から、気軽に始めてみませんか？

問　地域包括支援センター　℡22-3540

介護予防教室

④みんなのサロン（市内６カ所）
　ストレッチや健康相
談、生活のためになる
ミニ講座を実施します。
　ボランティアのコー
ヒー提供もあります♪

⑤フレイル予防運動教室
　スポーツトレーナー
によるプログラムを３
か月間実施します。自
宅でも実践できるもの
を指導します。

要申込

①やわら元気体操（市内12カ所）
　チームになってみん
なで筋トレや脳トレを
おこないます。柔道整
復師が専門知識を生か
し指導します。

②いきいき体操（市内14カ所）
　筋トレやストレッチ
をおこないます。ス
テップ運動では段の高
さを調整し、身体の大
きな筋肉を鍛えます。

③いきいき百歳体操（市内35カ所）
　椅子に座って出来る
短時間の全身運動で
す。身体の状態に応じ
ておもりの重さを調整
します。

要申込

参加無料

教室の開催場所などの
詳細はこちら

有田市公式HPをご覧ください！

参加者満足度99％　「楽しい」「続けたい」「やってよかった」などの声が多数！！

みまさかみずほ

体力・体組成測定結果
各教室では体力・体組成測定を行い、たくさんの方が運動の効果を感じています！

6～8割の方が維持・向上しています！

筋肉量
85.3％

歩行速度
81.8%

歩行能力
81.8%

柔軟性
72.7%

体幹
66.7%

搬送先病院で治療の
事前準備ができる

円滑な搬送先病院の選定や
適切な応急処置が
実施できる

自分の病歴や
飲んでいる薬を

救急隊に正確に伝える
ことができる

詳しくは
こちらから

台所、風呂、洗濯などの
排水は汚れたまま放流

単独処理
浄化槽

合併処理
浄化槽

水洗トイレ
台所、風呂、洗濯
などの排水

汚れが合併処理
浄化槽の８倍

汚れが少ない

うれしい！

グッタリ
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お
し
ら
せ

～
有
田
市
に
お
住
い
の
皆
さ
ま
へ
～

　

国
勢
調
査
の
回
答
は
お
済
み
で
す
か
？

■
回
答
は
10
月
８
日
（
水
）
ま
で
！

　

で
き
る
限
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
を
！

　

郵
送
で
の
回
答
も
可
能
で
す
。

　

国
勢
調
査
は
、
令
和
７
年
10
月
１
日
（
水
）

現
在
、
日
本
に
住
む
す
べ
て
の
人
と
世
帯
が
対

象
で
す
。
調
査
員
が
皆
さ
ま
の
お
宅
を
訪
問

し
、
調
査
書
類
を
郵
便
受
け
に
入
れ
る
な
ど
し

て
配
布
し
て
い
ま
す
。
万
が
一
、
調
査
書
類
が

届
い
て
い
な
い
場
合
や
、
追
加
の
調
査
票
が
必

要
な
場
合
（
５
人
以
上
の
世
帯
な
ど
）
は
、
経

営
企
画
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

調
査
結
果
は
、
災
害
対
策
や
児

童
福
祉
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
の

身
近
な
と
こ
ろ
に
役
立
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

問　

経
営
企
画
課　

℡
22-

３
７
３
１

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
廃
棄
に
つ
い
て

　

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
な
ど
の
充
電
式
電
池

や
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
は
、
破
損
・
変
形
に

よ
り
発
火
す
る
危
険
性
が
高
く
、
市
内
に
お
い

て
も
処
理
施
設
や
収
集
車
両
で
発
火
し
た
事
例

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
火
災
事

故
を
防
ぐ
た
め
、
回
収
協
力
店
へ

の
引
渡
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

バ
ッ
テ
リ
ー
が
膨
張
し
て
い
る
、
本
体
か
ら

取
り
外
し
で
き
な
い
等
で
回
収
協
力
店
へ
の
引

き
渡
し
が
難
し
い
場
合
は
、
生
活
環
境
課
ま
た

は
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※�

市
が
設
置
し
て
い
る
使
用
済
み
電
池
回
収
缶　

や
市
指
定
ご
み
袋
に
は
、
絶
対
に
入
れ
な
い　

で
く
だ
さ
い
。

問　

生
活
環
境
課　

℡
22-

３
５
６
５

あ
な
た
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
！

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

日
時　

11
月
18
日
（
火
）　

　
　
　

受
付
８
時
～
９
時

場
所　

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
み　

10
月
27
日
（
月
）
ま
で

※
無
料
で
す
。

※�

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
ま
た
は　

ウ
ェ
ブ
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

お
申
込
み
人
数
に
よ
っ
て
は
、
受
付
時
間
を

分
け
て
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

■
特
定
健
診
・
30
代
健
診

対
象　

今
年
度
30
～
74
歳
の
国
保
加
入
者

内�

容　

問
診
・
診
察
・
身
体
測
定
・
血
圧
測

定
・
尿
検
査
・
心
電
図
・
血
液
検
査

■
後
期
高
齢
者
医
療
の
健
診

対�

象　

今
年
度
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
加
入
者

内�

容　

問
診
・
診
察
・
身
体
測
定
・
血
圧
測

定
・
尿
検
査
・
心
電
図
・
血
液
検
査

■
が
ん
検
診

対
象　

今
年
度
に
40
歳
以
上
に
な
る
市
民

※�

受
診
で
き
る
検
診
内
容
は
、
お
届
け
し
た
受　

診
券
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

検�

診
種
別　

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
肺
が
ん
・

乳
が
ん
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

申
・
問　

保
険
年
金
課　
　

℡
22-

３
５
１
２

　
　
　
　

保
健
セ
ン
タ
ー　

℡
82-

３
２
２
３

国
民
健
康
保
険
「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」

「
資
格
確
認
書
」
の
一
斉
交
付
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
12
月
２
日
か
ら
、
紙
の
健
康
保
険

証
の
新
規
発
行
が
な
く
な
り
、
健
康
保
険
証

の
利
用
登
録
が
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
（
マ
イ
ナ
保
険
証
）
を
基
本
と
す
る
仕
組
み

に
移
行
し
ま
し
た
。
現
在
の
保
険
証
ま
た
は
資

格
確
認
書
の
有
効
期
限
は
令
和
７
年
12
月
１
日

（
月
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
も
の
を
11

月
下
旬
ま
で
に
お
送
り
し
ま
す
。

■
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
の
方

　

「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
を
普
通
郵
便
で

世
帯
主
の
方
宛
に
お
送
り
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
保

険
証
と
一
緒
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

医
療
機
関
等
の
窓
口
で
マ
イ
ナ
保
険
証
の
読

み
取
り
が
で
き
な
い
時
に
、
マ
イ
ナ
保
険
証
と

併
せ
て
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
の
み
で
は
医
療

機
関
等
で
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

※�
す
で
に
「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
を
お
持

ち
の
方
に
も
一
斉
交
付
い
た
し
ま
す
。

■
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
で
な
い
方

　

「
資
格
確
認
書
」
を
簡
易
書
留
で
世
帯
主
の

方
宛
に
お
送
り
し
ま
す
。

　

従
来
の
保
険
証
と
同
様
に
「
資
格
確
認
書
」

で
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

お
送
り
す
る
「
資
格
確
認
書
」
の
有
効
期
限

は
令
和
８
年
７
月
31
日
（
金
）
で
す
。

※�

来
年
か
ら
は
毎
年
８
月
に
一
斉
更
新
と
な
り

ま
す
。

問　

保
険
年
金
課　

℡
22-

３
５
０
４

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
に
つ
い
て

■
お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
　
　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
請
求
手
続

　

令
和
７
年
４
月
１
日
時
点
で
年
金
を
受
給
中

で
、
新
た
に
給
付
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
方
に
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
請
求
書
を
お
送

り
し
て
い
ま
す
。
給
付
金
を
す
で
に
受
給
さ
れ

て
い
る
方
は
手
続
き
は
不
要
で
す
。

　

ま
た
、
令
和
８
年
１
月
５
日
（
月
）
ま
で
に

請
求
書
が
受
付
さ
れ
る
よ
う
に
提
出
す
る
と
、

令
和
７
年
10
月
分
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
早
め
に
請
求
書
を
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

問　

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

℡
０
５
７
０-

０
５-

４
０
９
２

改
正
法
人
税
法
等
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
度
の
法
人
税
法
改
正
事
項
等
に
つ

い
て
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

10
月
28
日
（
火
）

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場�

所　

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

大
会
議
室

主
催　

湯
浅
税
務
署
、
湯
浅
納
税
協
会

問　

湯
浅
税
務
署　

℡
63-

５
４
０
６

Arida Information
～有田市からのおしらせ～

人口・世帯数
【令和７年９月１日現在】
人口　24,828人（前月比-42人）
男　11,856人　女　12,972人
世帯数　11,626戸

令
和
７
年
度

　

市
県
民
税
（
第
３
期
）

　

国
民
健
康
保
険
税
（
第
４
期
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
４
期
）

　

介
護
保
険
料
（
第
４
期
）

　

納
期
限
は
10
月
31
日
（
金
）
で
す
。

「
秋
の
火
災
予
防
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
！

２
０
２
５
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

　

「
急
ぐ
日
も

　
　
　
　
　
　

足
止
め
火
を
止
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

準
備
よ
し
」

　

11
月
９
日
（
日
）
～
15
日
（
土
）
ま
で
の
１

週
間
、
全
国
で
秋
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し

ま
す
。

住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る 

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

１　

寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

２�　

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

３�　

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

１�　

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
す
る
。

２�　

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災

を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

３�　

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住

宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

４�　

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

寝
て
い
る
間
に
発
生
し
た
火
災
に
気
づ
か

ず
、
逃
げ
遅
れ
て
し
ま
う
事
例
が
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め

に
、
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
の
設
置
が
消
防

法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
防
火
パ
レ
ー
ド

　

令
和
７
年
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
の
一
環

行
事
と
し
て
、
市
内
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
に

よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
ま
す
。
車
両
等

の
通
行
の
際
に
は
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

問　

消
防
本
部 

予
防
課　

℡
85-

３
１
１
９

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
受
取
・
更
新

の
た
め
の
休
日
開
庁

日
時　

10
月
26
日
（
日
） 

８
時
30
分
～
12
時

対�

象　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
を
さ
れ

る
方
、
電
子
証
明
書
の
更
新
の
お
知
ら
せ
が

届
い
て
い
る
方

持
ち
物

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
】

　

①
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）

　

②
通
知
カ
ー
ド

　

③�

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
②
③
は
お
持
ち

の
方
の
み
）

　

④
本
人
確
認
書
類

【
電
子
証
明
書
の
更
新
】

　

①
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
通
知
書

　

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

③�

本
人
確
認
書
類（
暗
証
暗
号
を
忘
れ
た
場
合
）

※
住
所
の
変
更
手
続
き
等
は
で
き
ま
せ
ん
。

★�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
サ
ポ
ー
ト
も

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い

方
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

問　

市
民
課　

℡
22-

３
５
６
１

   

教

室

♪
ニ
コ
ニ
コ
子
育
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
♪

　

お
子
さ
ん
の
「
行
動
」
の
理
解
の
仕
方
を
学

び
、
保
護
者
の
方
が
楽
し
く
子
育
て
す
る
自
信

を
つ
け
る
こ
と
、
子
育
て
の
仲
間
を
見
つ
け
る

機
会
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
慌

た
だ
し
い
毎
日
の
中
で
も
、
ほ
っ
と
一
息
つ
け

る
時
間
を
一
緒
に
作
っ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
６
日
・
13
日
・
20
日
、

　

12
月
４
日
・
11
日
・
25
日
（
木
）
10
時
～

※�

全
６
回　

原
則
全
日
参
加
で
す
が
、
欠
席
さ

れ
た
場
合
の
フ
ォ
ロ
ー
も
あ
り
ま
す
。

場
所　

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

対�

象　

市
内
在
住
で
、
幼
児
～
小
学
生
の
子
を

持
つ
保
護
者
の
方

定�

員　

10
名
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

費
用　

無
料　

内
容　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
１
回
１
時
間
～

　

１
時
間
30
分
程
度

講�

師　

植う
え

田だ　

喜よ
し

樹き

（
市
役
所
こ
ど
も
課
、
臨

床
心
理
士
・
公
認
心
理
師
）

申
込
み　

10
月
31
日
（
金
）
ま
で

託
児　

あ
り（
申
込
み
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

申
・
問　

こ
ど
も
課　

℡
22-

３
５
２
９

　

マ
マ
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室

～
お
う
ち
で
で
き
る
！

デ
ト
ッ
ク
ス
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
～

日
時　

10
月
24
日
（
金
）

　

９
時
30
分
～
11
時
（
受
付
９
時
20
分
～
）

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
民
で
４
か
月
～
１
歳
７
か
月
児
の
母

申
込
み　

10
月
17
日
（
金
）
ま
で

定
員　

15
名
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物　

※
運
動
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
預
か
り
保
育
は
要
事
前
予
約（
４
か
月
以
上
）

　

定
員
約
10
名

講
師　

新に
っ
た田　

佐さ

つ

き
津
紀 

氏

申
・
問　

保
健
セ
ン
タ
ー　

℡
82-

３
２
２
３   

募

集

「
未
来
へ
輝
け
！
有
田
の
こ
ど
も
た
ち
」

ス
テ
ー
ジ
出
演
者
募
集
！

こ
ど
も
た
ち
に
よ
る
「
舞
台
発
表
」
を

開
催
い
た
し
ま
す
！

日
時　

令
和
８
年
３
月
８
日
（
日
）
10
時
～
12
時

場
所　

市
民
会
館　

紀
文
ホ
ー
ル

参�

加
対
象　

こ
ど
も
が
主
体
で
活
動
し
て
い
る

団
体
（
市
在
住
・
在
学
・
高
校
生
以
下
）

出
演
時
間　

10
分
間
の
予
定

参
加
費　

無
料

申
込
み　

10
月
21
日
（
火
）
～
31
日
（
金
）

※�

出
演
希
望
の
方
は
、
ジ
ャ
ン
ル
・
サ
ー
ク

ル
名
・
代
表
者
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・

出
演
人
数
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
二
次
元
コ
ー
ド
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問　

生
涯
学
習
課　

℡
22-

３
７
６
１

実施所園 日時 パレードコース

ぶっとく幼稚園 11月10日（月）
９時30分～10時30分

アヲ鮮魚店東側駐車場から
箕島本町商店街周辺

宮原保育所 11月11日（火）
９時30分～10時30分

宮原保育所から
宮原公民館周辺

宮崎町保育所 11月12日（水）
９時30分～10時30分

宮崎町保育所から
宮崎公民館周辺

初島幼稚園 11月13日（木）
９時30分～10時30分

初島公民館から
初島幼稚園周辺

10月は３Ｒ推進月間 リデュース　ごみを減らす リ  サイクル　資源として再利用するリユース　繰り返し使う そしてもう一つ…リフューズ　不要なものは断る 問　生活環境課　TEL22-3565

※雨天時は中止

ARIDA　2025.10ARIDA　2025.10 ARIDA　2025.10ARIDA　2025.10⑦ ⑥



■
「
病
院
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
開
催　
　

　

第
３
回
病
院
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

し
ま
す
。
幅
広
い
年
代
で
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ご
家
族
・
ご
友
人
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う

え
で
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
！

日
時　

11
月
24
日
（
月
・
振
休
）
13
時
～

場
所　

市
立
病
院　

※
申
込
不
要　
　

☆�

健
康
チ
ェ
ッ
ク　

骨
密
度
測
定
・

　

体
組
成
計
測
定
等

☆
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー

☆�

体
験
コ
ー
ナ
ー 　

薬
剤
師
体
験
・

　

�

高
齢
者
疑
似
体
験
、
手
術
室
体
験
、　

看
護
師
体
験
等

☆
ア
ロ
マ
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー

☆
地
震
体
験
車
両

※�

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
来
場
、
は
も
団
子

汁
の
炊
き
出
し
、
職
員
バ
ン
ド
演
奏

な
ど
も
あ
り
ま
す
！

問　

市
立
病
院　

℡
82-

２
１
５
１

■
病
児
保
育
室
「
き
ら
り
ん
」
の
ご
案
内

　

入
院
を
必
要
と
し
な
い
程
度
の
病
状

で
、
病
気
の
急
性
期
か
ら
回
復
期
に
あ

り
、
家
庭
で
の
看
護
や
集
団
で
の
保
育

が
困
難
な
お
子
様
を
一
時
的
に
お
預
か

り
し
ま
す
。

※�

市
内
在
住
で
、
生
後
６
ケ
月
以
上
小

学
６
年
生
ま
で
の
利
用
料
金
は
無
料

で
す
。

※
ス
マ
ホ
予
約
が
可
能
で
す
。

　

�

ま
ず
は
、
ご
登
録
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

問　

保
育
室
直
通　

℡
23-

８
０
５
１

　 Hospital Topics  ～有田市立病院～

■市民法律相談　※予約制
日時　10/21（火）･11/18（火）
　　　13時～16時20分
場所　市役所２階会議室
　　　※弁護士は月替わり
　　　※定員10名
問　市民課　℡22-3561
■行政相談・人権相談
日時　10/９（木）･11/13（木）
　　　13時30分～16時
場所　市民会館 楽屋A・B
　総務大臣から委嘱された
２名の相談委員が行政相談
を、また、下記の人権擁護
委員が人権相談を担当しま
す。※敬称略
（10月）髙

たかがき

垣明
あき

子
こ

・濵
はま

部
べ

忠
ただ

男
お

（11月）古
ふるかわ

川眞
ま

澄
すみ

・上
うえ

野
の

山
やま

俊
としあき

顕
問　市民課　℡22-3561
■教育相談
日時　平日９時～
場・問　教育委員会　℡22-3758

■青少年相談
日時　平日８時30分～
場・問
青少年センター
℡0120-783-782・82-3591
■家庭児童相談
日時　月～木　※平日のみ
　　　９時～16時
場・問
家庭児童青少年相談室
℡82-3711
■消費生活相談　※電話相談可
日時　毎週月曜日13時～16時
場所　�産業振興課へお越しく

ださい。ご案内します。
問　産業振興課　℡83-0225
■社会保険労務士 年金相談　※要予約
日時　11/６（木）10時～16時
場所　市役所４階会議室
場・問
和歌山西年金事務所 お客様相談室
℡073-447-1660

無料そうだん

2025年度市民公開講座（有田市委託）
第41回和歌山県立医科大学

小児成育医療支援室研修会
日時　11月８日（土） 14時～16時
　　　　　　　　開場　13時30分
場所　和歌山県立医科大学講堂
※申込不要・参加無料。　どなたでもご参加いただけます。

内容　
　教育講演　「こころと神経発達に配慮が必要な
　　　　　　　こどもたちの腹痛に対処する」
　　講師　　和歌山県立医科大学 小児科学講座
　　　　　　徳

とくはら

原　大
だいすけ

介 教授
　特別講演　「不登校から未来を拓く
　　　　　　　－気づきとつながりを育てるまちづくり」
　　講師　　大阪公立大学 高等教育研究開発センター
　　　　　　西

にしがき

垣　順
じゅんこ

子　教授
　　座長　　和歌山県立医科大学
　　　　　　小児成育医療支援学講座
　　　　　　前

ま え だ

田　真
まさのり

範　助教　
問　和歌山県立医科大学 小児成育医療支援室
　　℡073-441-0808

「子どものこころとからだに
関する研修会」

令
和
８
年
度 

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園

新
規
入
所
募
集

■�

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
（
保
育
部
分
）
で

保
育
を
必
要
と
す
る
児
童
に
つ
い
て
は
、
市

を
通
じ
て
入
所
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

資�

格　

市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
保
護
者
が
就

労
等
の
た
め
に
保
育
を
必
要
と
す
る
児
童

※
生
後
６
か
月
か
ら
入
所
可
能
で
す
。

申�

込
み　

事
前
に
申
請
書
類
を
準
備
し
、
受
付

日
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申�

請
書
類
の
配
布
場
所　

こ
ど
も
課
・
各
保
育

所
・
Ｗ
ａ
ｋ
ｕ 

Ｗ
ａ
ｋ
ｕ
（
文
化
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
）
・
初
島
幼
稚
園
・
ぶ
っ
と
く
幼

稚
園　

受
付
日　

11
月
12
日
（
水
）
９
時
～
17
時

受�

付
場
所　

Ｗ
ａ
ｋ
ｕ 

Ｗ
ａ
ｋ
ｕ

※
事
前
予
約
制
。

※�

２
歳
児
以
上
の
お
子
さ
ん
は
ご
家
庭
で
の
様

子
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
必
ず
同

伴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※�

０
・
１
歳
児
は
こ
ど
も
課
で
も
申
請
可
。

０
・
１
歳
児
受
付
期
間　

10
月
27
日
（
月
）
～

※�

�11
月
12
日
（
水
）
ま
で
に
来
ら

れ
た
方
を
優
先
し
入
所
調
整
を

行
い
ま
す
。

申
・
問　

こ
ど
も
課　

℡
22-

３
５
２
４

■�

認
定
こ
ど
も
園
で
保
育
を
必
要
と
し
な
い

（
教
育
部
分
の
み
利
用
す
る
）
児
童
に
つ
い

て
は
、直
接
幼
稚
園
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

入�

園
手
続
き　

10
月
１
日（
水
）～　

８
時
～
17
時

　

各
園
で
願
書
配
布
・
受
付

※�

夏
休
み
、
冬
休
み
期
間
中
は
預
か
り
保
育
を

実
施
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
・
問　

初
島
幼
稚
園　

℡
82-

２
８
２
８

　
　
　
　

ぶ
っ
と
く
幼
稚
園　

℡
82-

２
６
６
３

令
和
７
年
度　

時
さ
か
の
ぼ
る
歩
き
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

日
時　

11
月
15
日
（
土
）
９
時
～
11
時
30
分

　

（
受
付
８
時
15
分
～
45
分
）

※
雨
天
中
止

集
合
場
所　

初
島
小
学
校

行�

程　

初
島
小
学
校
→
椒は

じ
か
み

古
墳
→
あ
ゝ
特
幹
顕

彰
の
碑
・
戦
災
者
の
碑
→

　

新
田
開
祖
鎮
之
碑
→
上
公
会
堂
→
心
光
寺
→

　

�

初
島
公
民
館
（
地
ノ
島
遺
跡
石
棺
）
→ 

　

正
善
寺
→
初
島
小
学
校

　

（
初
心
者
向
き
コ
ー
ス
）

定
員　

１
０
０
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

参
加
費　

１
０
０
円
（
保
険
代
・
当
日
徴
収
）

申
込
み　

10
月
10
日
（
金
）
～
31
日
（
金
）

※�
申
込
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
お
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
名
前
・
住
所
・
電
話

番
号
を
記
載
の
う
え
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

主
催　

有
田
市
、
教
育
委
員
会
、
市
文
化
協
会

　
　
　

有
田
市
観
光
協
会

共
催　

有
田
地
方
観
光
振
興
議
員
連
盟

※
飲
み
物
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
昼
食
、昼
食
場
所
は
用
意
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

申
・
問　

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー（
水
曜
休
館
）

　
　
　
　

℡
82-

３
２
２
１　

ＦＡＸ
82-
３
３
１
１

各
種
目
自
衛
官
の
募
集

募�

集
種
目　

自
衛
官
候
補
生
、
一

般
曹
候
補
生
、

　

�

防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
）
、

高
等
工
科
学
校
生
徒
（
推
薦
・
一
般
）

※�

受
験
資
格
や
試
験
期
日
、
受
付
期
間
な
ど
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

　
　

有
田
募
集
案
内
所　

℡
82-

６
６
３
１

イ
ベ
ン
ト

   

第
69
回
有
田
市
美
術
展
・
文
化
祭

日
時　

11
月
１
日
（
土
）
９
時
～
17
時

　
　
　
　
　

２
日
（
日
）
９
時
～
16
時

■
美
術
展

場
所　

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

部
門　

絵
画
・
写
真
・
書

■
文
化
祭

場
所
①　

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

部�

門　

山
野
草
・
写
真
・
俳
句
・
短
歌
・
美
術

工
芸
・
お
茶
席

場
所
②　

市
民
会
館

部�

門　

愛
蘭
・
生
花
・
手
工
芸
（「
山
の
幸
染
」

は
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
）・
水
墨
画
・
陶
芸
・

日
本
画
・
俳
画

※
入
場
無
料

※
お
茶
券
（
１
枚　

４
０
０
円
）

　

10
月
２
日
（
木
）
～
前
売
り
開
始

問　

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
水
曜
休
館)

　
　

℡
82-

３
２
２
１

　

た
っ
ち
ょ
祭
り
開
催
！

　

日
本
有
数
の
漁
獲
量
を
誇
る
有
田
市
の
太
刀

魚
の
味
を
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
今
年
も
「
た
っ
ち
ょ
祭
り
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
漁
師
さ
ん
に
よ
る
太
刀
魚
の
串

焼
き
販
売
や
、
食
堂
で
の
期
間
限
定
太
刀
魚
メ

ニ
ュ
ー
、
有
田
み
か
ん
の
無
料
配
布
な
ど
、
楽

し
い
コ
ン
テ
ン
ツ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
時　

11
月
１
日
（
土
）
・
２
日
（
日
）

　

９
時
～
14
時
頃

※
浜
の
う
た
せ
の
営
業
時
間
は
18
時
ま
で

場
所　

新
鮮
市
場　

浜
の
う
た
せ

主
催　

有
田
箕
島
漁
業
協
同
組
合

問　

産
業
振
興
課　

℡
22-
３
６
２
８

広告広告 広告広告
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有田市図書館　℡ 82-3220

図書館のイベント
★シモン’Sクラブ「謎ときバスケット」
こども司書×和歌山大学〈きの活〉×
　　　　　　　有田市図書館のスペシャルコラボ企画！
　和歌山大学〈きの活〉監修の謎ときに挑戦！最後にあきらかとなる
答えとは？
日時　10月11日（土）13時30分～
場所　市民会館 第１会議室
内容　謎ときゲーム
定員　20名程度
対象　小学校３年生～大人まで（大人だけの参加も可能）
申込み　10月10日（金）20時まで（定員に達した場合受付終了）
※親子・お友達同士での参加大歓迎。ぜひ2人1組でお申込みください。※おひとりの参加も可能です。

PICK UP

広告

市民会館　℡82-2626
詳しくは
こちら▶▶

10月の図書館休館日
毎週火曜日、10月31日（金）

★新着図書紹介　　「まきさんのソフトクリーム」
くどうれいん／作　柴田 ケイコ／絵

岩崎書店
　新しいソフトクリーム屋さんができまし
た。店主のまきさんは自由気ままにかけ
だして、ぐるんぐるんと大サービス。ど
んなソフトクリームができるかな？
　リズム感のよいユーモラスな絵本です。

※図書館のイベントはすべて参加費無料です。

★岸田奈美氏講演会
　「家族だから愛したんじゃなくて、愛したのが家族だった」
日　時　11月16日（日）
　　　　13時30分開場
　　　　14時00分開演（約90分）
整理券配布中
※全席自由席、入場無料（要整理券）
※予定枚数に達し次第終了　※手話通訳有

配布場所　市民会館
同時開催　障害者美術展　11月12日（水）～11月17日（月）

★第5回 近畿大学吹奏楽部
　紀文コンサート
日　時　11月23日（日・祝）
　　　　13時30分開場
　　　　14時00分開演（約120分）
チケット販売中【全席指定】
　大　人　前売券  1,000円（当日1,300円）
　高校生以下　前売券     500円（当日 800円）
販売場所　市民会館、イープラス

⬆有田市子育てスマイルチケット対応。自主事業イベントチケットのお支払いにご利用いただけます。

きし だ　な　み

◆あかちゃんタイム（毎週木曜日）
　10/16・23・30、11/6　9時30分～12時

◆アリッサのおはなしかい（乳幼児～就園前くらい）
　11/6（木）10時30分～

◆有田市朗読ボランティアささやき
　おはなし会（こども向け）
　10/25（土）10時30分～

◆ビブリオバトルArida City Tournament ※観戦者募集！
　10/25（土）高校生の部　10時～
　　　　　　　中学生の部　13時～
　※開始時刻は変更になる場合があります。

◆ありだ市電子図書館 秋のおはなし会（５歳くらいから）
　10/18（土）14時～

◆有田市朗読ボランティアささやき
　朗読会（大人向け）
　10/15（水）13時30分～

◆読聴読聴音読会（大人向け）※定員15名
　10/22（水）14時～ ※申込み受付中

ど　き　ど　き

しば た

かつ

申込はこちらから

有田市の施策やまちの話題など…
Active Arida Topics

12月生まれのお子さん（就学前）募集中！　
氏名、生年月日、住所、電話番号、メッセー
ジ（50字以内）を添えてお申込みください。
※応募多数の場合は抽選 ※宛先は裏表紙参照

申込方法／郵便・メール・持込　
締切／10月末日
二次元コードからも申込みできます！　

えまちゃんお誕生日お
めでとう❤
プリンセスが大好きで
おしゃべりでニコニコ
な笑蒔が大好きだよ��

浜端 笑蒔ちゃん
（３歳）

はまばた　え　ま

３歳お誕生日おめでとう！
いつも周りを笑顔にし
てくれる湊☺
これからもニコニコで
元気に育ってね❤

松尾 湊ちゃん
（３歳）

まつ お　 みなと

みんなから可愛がられ
る愛嬌たっぷりのセナ
❤これからもお姉チャ
ンと仲良く元気にスク
スク育ってね��

嶋田 成那ちゃん
（５歳）

しま だ　　せ　な

６才のお誕生日おめで
とう❤
これからもおもしろく
て優しいこうめいでい
てね��

田中 冴明ちゃん
（６歳）

た なか こうめい

こども
スマイ

ル
月生ま

れ

元気い
っぱいの

お子さ
んを紹

介します
！1010

中学生海外派遣研修事業

　令和７年度オーストラリア・ケアンズ語学研修に市内の中
学生16名が参加し、現地校での語学研修とホームステイを
経験しました。
　研修生からは「英語を使ってコミュニケーションをとる必
要がありましたが、話してみると思っていたよりも伝わった
ので自信に繋がりました。今回の研修で日本と違った文化に
触れることができたおかげで、もっと海外の文化に触れてみ
たい」という声が聞かれました。

８/12（火）～20（水）

9/13（土）、14（日）麻田選手、相撲で世界一に！

　タイ王国バンコク市で開催された「世界相撲選手権大会」
の世界ジュニア男子・個人戦無差別級に、箕島高校相撲部の
麻田遥人選手が出場し、見事優勝を果たしました。世界を相
手に「攻める相撲」で堂々と戦い抜いた姿は、多くの人々に
感動を与えました。
　相撲を通じて「礼儀や人への接し方を学び、体も心も鍛え
られた」と語る麻田選手。大学進学後も相撲に打ち込み、さ
らなる飛躍を目指します。

8/31（日）将棋教室で育む未来の新鋭

　トーヨーカネツ杯第１回関西女流新鋭戦の開催を記念し
て、講師に井上慶太九段を迎え、小学生を対象に将棋入門教
室が行われました。
　小学２年生の山田楷さんは、「いつもはお母さんと対局し
ているので、今回お友だちと出来て楽しかった。将棋教室に
行ってみたいと思いました」と話してくれました。
　同日に行われた女流新鋭戦では、高校２年生の木村朱里女
流初段が優勝しました。

いのうえけい た

やま だ かい

き むらじゅ り

あさ だ はる と
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　朝夕には秋の気配が感じられるようになり、過ご
しやすい季節となってまいりました。とはいえ、夏
の疲れが出やすい時期でもありますので、皆様にお
かれましては、どうぞご自愛くださいませ。
　さて、このたび「有田・下津地域の石積み階段園
みかんシステム」が、世界農業遺産に認定されまし
た。これは本市にとって、誠に喜ばしく、また意義
深い出来事であります。これまで認定に向けてご尽
力いただいたすべての関係者の皆様に、心より感謝
申し上げます。
　有田の山々に広がる石積みの段々畑と、そこに実
るみかんの風景は、私たちにとって当たり前の景色
かもしれませんが、その背景には、400年以上にもわ
たり先人たちが築き上げ、守り、受け継いできた誇
り高き歴史と文化があります。急峻な斜面を耕し、
石を積み重ね、自然と共生しながら育まれてきたこ
の農業の姿が、世界に認められたのです。
　この認定は、私たちのふるさとの営みと、その価
値が世界で通用するものであるという証であり、地
域の未来を考えるうえでの大きな希望でもあります。

同時に、これを機に、有田の農業、文化、景観の素
晴らしさを、国内外に力強く発信していく絶好の機
会でもあります。
　しかし、今回の認定は「ゴール」ではありませ
ん。これは、これまでの歴史に対する敬意であると
同時に、これからの時代に向けた新たな「出発点」
であり、未来へと続く壮大な旅の始まりです。私た
ちは、このかけがえのない遺産を次の世代にどう引
き継いでいくのか。地域全体で改めて向き合い、考
え、行動していくことが求められています。
　この歩みを進めるにあたり、市民の皆様一人ひと
りの知恵と力が不可欠です。
　本市の豊かな自然と歴史、そして皆様の力を結集
し、共に支え合いながら、この貴重な遺産を未来へつ
なげ、誇れるまちづくりを進めてまいりましょう。
　今後とも、どうか変わらぬご支援とご協力を賜り
ますよう、心よりお願い申し上げます。

有田市長　玉木　久登　

この広報誌は地球環境保護のために、
植物油インキを使用しています。

広
報
あ
り
だ
10月

号
　
2025

年
10月

１
日
発
行

編
集
・
発
行
　
有
田
市
秘
書
広
報
課

  
Em
ail

hisho@
city.arida.lg.jp

U
RL

https://w
w
w
.city.arida.lg.jp/

〒
649-0392　

和
歌
山
県
有
田
市
箕
島
50

tel 0737-83-1111　
fax 0737-83-2222

広告 市収入の一部とするため有料広告を掲載しています。 より良い広報づくりのため、皆様のご意見ご要望を秘書広報課へお寄せください。

想いをつなぐ
持続可能な未来へ 400年の階段を、未来へ

「有田・下津地域の石積み階段園みかんシステム」 が世界農業遺産認定！
　有田・下津地域では、400年以上にわたり、農家の知恵と努力によって山の斜面に石積みの段々畑を築き、温
州みかんを育ててきました。多様な品種や保存技術を組み合わせることで、８ヶ月もの長い期間にわたり安定し
た出荷を続けており、世界的に重要な農業システムとして高く評価され、世界農業遺産に認定されました。

　有田・下津地域の石積み階段園みかんシステムの特徴
石積み階段園
　江戸時代から、山の
斜面に石積み階段園を
築き、高品質なみかん
を生産しています。

苗木生産
　一部のみかん農業が
苗木生産を担い、みか
ん栽培の基盤が支えら
れています。

詳しくはこちらから▶▶▶ 問　有田みかん課　℡22-3635
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